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トップメッセージ 

　株主の皆さまには、ますますご清栄のこととお慶び申し

上げます。ここに、当社株主通信第２号をお届けします。 

　当社は、主に麻酔関連および院内感染防止関連商品の

企画開発・製造販売を行う、研究開発型医療機器メーカー

です。１９６８年１１月に創業して以来、患者様のクオリティ・

オブ・ライフの向上を目指した画期的な医療機器の数々

を世に提供してまいりました。 

　当社の社是である「我々は現在の医療を見つめ明日の

医療の創造を通して社会に貢献します」をモットーとし、

常に新しい可能性に挑戦し続け、人類の生命に関する極

めて価値の高い仕事を、当社の商品を通して形にしてい

きたいと考えております。 

　当社の企画開発力を支えているのは、強力なスペシャ

リスト集団の存在と、“徹底した現場主義”という信念です。

技術者たちが自ら医療現場に足を運び、医療関係者の“生

の声”を聞き、産学連携の名のもと、ともに新基軸の商

品を開発するのが当社のセオリー。最先端の医療機器は、

そんな中から生まれています。 

　医療機器を取り巻く事業環境は、国の医療費抑制政策

が進められ、さらに海外商品との競争がより厳しさを増す

等、依然厳しい状況が続いております。 

　このような状況のもと、当社は、高品質商品の常時安

定供給を優先事項と掲げ、ユーザーと密着した営業活動

の推進、品質を確保しながらもコスト競争力をもった生産

体制の構築並びに高度先進医療分野への研究開発活動の

強化に取り組んでまいりました。 

　その結果、おかげさまで当期の決算も前期同様に順調

な結果となっております。（詳細７-８ページ） 

　当社は２００９年３月１２日をもって東京証券取引所市場第

二部に上場し、その後１年以上が経過いたしました。この

間多くの皆さまのご支援を賜り、感謝の念に堪えません。 

　このご恩に報いるためにも、今後とも社員一丸となって

新基軸の医療商品を世に問い、“世界に輝く高度先進医療

機器メーカー”として羽ばたいていきたいと存じます。 

　皆さまにはこれからも変わらぬご支援を賜りますようお

願い申し上げます。 

代表取締役社長 

世界に輝く高度先進医療 
機器メーカーを目指して 

代表取締役社長 
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当期の業績 

　当社の売上高は５７億３９百万円（前期比１０．８％増）、経常
利益８億１９百万円（前期比２８．８％増）となり、前期に引き
続き増収増益を達成いたしました。 
　金融市場の混乱が実態経済に影響を及ぼす中、主力のフ
ィットフィックス関連及びシリンジェクター関連商品が好調に
推移した結果、当社は世界的不況に屈することなく確実に
業績を伸ばすことが出来ております。 
　まずフィットフィックス関連では、軽量・コンパクトを特徴
にもつ吸引器「キューインポット」が好調です。安全性と
使いやすさを両立した商品で、簡単かつ確実に病棟の廃液
管理が行えることが評価されております。 
　当社のシリンジェクターは、国内で唯一大気圧方式を採
用し、麻酔科をはじめとする多くのドクターに流速の安定性

について高く評価されており、売上が引き続き好調です。
シリンジェクター関連では、特定保険医療材料であるＰＣＡ
セットの売上も大きく伸びています。 
　海外向けの売上も、アジア等を中心に年々増えています。 
　２０１１年３月期の見通しといたしましては、売上高６２億円（前
期比８．０％増）、経常利益９億円（前期比９．９％）とし、今期
同様の増収増益を計画しております。 
　当社は、株主への配当政策を重要経営課題の一つと認識
し、経営成績に裏づけされた成果の配分を行うことを基本
方針と考えております。この基本方針に基づき、平成２２年
３月期の１株当たり期末配当金を前回予想の１４．５円に対して、
２．５円増額し、１株当たり１７円とさせていただきました。 

主力商品群が好調、 
今期も増収増益を達成 

財務ハイライト［２０１０年３月期］ 

売上高（単位：百万円） 経常利益（単位：百万円） 当期純利益（単位：百万円） 

２００８年３月　  ２００９年３月　  ２０１０年３月 

６，０００ 

５，０００ 

４，０００ 

３，０００ 

２，０００ 

１，０００ 

０ 
２００８年３月　  ２００９年３月　  ２０１０年３月 

９００ 

８００ 

７００ 

６００ 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

０ 
２００８年３月　  ２００９年３月　  ２０１０年３月 

 ５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

０ 
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事業領域 

我々は現在の医療を見つめ 
明日の医療の創造を通して 
社会に貢献します。 

ビジネスモデル 

「クーデックとは」 

製販一貫がもたらす、医療現場との 

“価値創造ループ” 

クーデック 

「クーデック」とは、「クーデター・バイ・テクノロジー」という意味の造語で、
当社が展開する商品の統一ブランドです。独創的な技術で医療に革命をもた
らしたいという、当社の想いが込められています。 

当社のビジネスの特徴は 
商品を直接医療現場に届け 

その時得た声を新たな商品に反映するという 
価値創造のループです。 

大研医器 

医療機関 

独創的商品 

現場ニーズ 
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主要製品 

QOL 向上に貢献する 
多彩な商品群 

SUCTION
手術中の血液や体液等の廃液を吸
収し、ワンタッチで凝固させること
ができます。凝固剤一体型で完全
密閉のため、安心して移動・焼却処
分が可能で、ウィルス等の院内感染
予防に貢献します。 

手術中に排出された血液や体液を吸収し、
貯溜するディスポーザブル吸引器。 

軽量かつコンパクトな使い捨て吸引器。病
棟で簡単かつ清潔に使用可能。 

クーデック フィットフィックス 

クーデック キューインポット 

PUMP
手術後の痛みやがんの痛みを軽減するため、
麻酔等の薬液を常に一定の流量で注入しま
す。大気圧やメカトロニクス技術を利用す
ることで、理想的な流量精度を実現しました。 
またPCAを利用することにより、現場の
ニーズにあわせて鎮痛剤の追加投与が可
能となり、高いQOLを実現しました。 

大気圧を利用し流量安定化を実現した医薬
品注入ポンプ。現場のニーズにあわせて流
量調整も可能。 

注射筒に入った輸液を注入する電動ポンプ。
高い精度で多様な流量調整が可能。 

クーデック シリンジェクターPCA

クーデック シリンジポンプ 

OTHERS
救命救急分野や外科分野への進出と
して技術力を蓄積。将来当社の３本
目の柱となる成長分野です。 

片側の肺にだけ人工呼吸を行う「分離肺換
気」をサポート。気管支への低負担が特徴。 

CCDカメラで口腔内を映し、液晶画面に拡
大表示して気管挿管をサポート。 

クーデック 気管支ブロッカーチューブ 

クーデック ビデオラリンゴスコープポータブル 
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研究開発 

　当社の研究開発の特徴は、麻酔・手術室関連の医師・看

護師・臨床工学士を中心とした医療現場のニーズを開発担

当者が直接聞き、特許を含め独創的な技術を駆使して商品

化することを基本理念としていることです。日本国内で使

用される医療機器の多くは欧米からの輸入品に頼らざるを

得ない状況の中、当社は医療現場第一主義に徹し、現場の

小さな声も拾い上げ、商品化することに傾注して参りました。 

　今回は、開発企画中の商品の中から、「新型ＰＣＡ装置」

をご紹介いたします。 

あらゆる局所麻酔に対応出来るインフューザー あらゆる局所麻酔に対応出来るインフューザー 

独創性にこだわる研究開発 

世界初 

　現状、当社開発のＰＣＡ（自己調節鎮痛）装置が

好評を博しており、主に硬膜外麻酔分野で利用さ

れておりますが、今後、全身静脈麻酔と抗血液凝

固剤の普及により、数年の間に術後鎮痛の方法と

して硬膜外麻酔が減少すると予想されます。その後、

取って代わるのは IV－ＰＣＡ（Intravenous 

Patient-Controlled Analgesia）であり、それ

と共に投与される医薬品は麻薬製剤のフェンタニル、

モルヒネ等オピオイドです。オピオイド等の投与に

関しては、院内、院外を問わず、厳格な管理が必

要であり、総投与量の記録が求められています。

加えてＰＣＡでは、何回ボタンが押され、そのうち

何回投与されたか等の記録にも強いニーズがあり

ます。 

　現在市場に存在するポンプのうち、上述の記録

が可能なのは、電気式のＰＣＡポンプのみであり、

使い捨てのインフューザー（加圧式医薬品注入器）

では対応できません。しかしながら、使い捨てのイ

ンフューザーには使い方もシンプルで管理が簡単

な為、院内で導入しやすいという優位性があります。

以上を踏まえ、現行のPCA装置を改良して小規模

の電子回路を付加する事により、投与回数を記録

し且つその値を取り出せる様にします。使い捨て

インフューザーの簡便さと高

度な記録機能を両立させ

ることにより、硬膜外

麻酔およびIV-PCA

を含めたあらゆる局

所麻酔に対応出来る、

世界初の使い捨て

Hybridインフューザー

の開発を進めています。 
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成長戦略 

　まず研究開発面では、前述の新型ＰＣＡ、救命救急分野で生存率の向上を目指す咽頭

冷却装置など他にない画期的な新商品を開発中である他、吸引器や医薬品注入ポンプ

など既存分野での技術革新を着々と進めます。 

　２００９年１２月には、新商品「クーデック クリア ラリンゲルマスク」（⇒９ページ）を発

売しました。今後も、当社の新商品にご期待ください。 

　海外展開も積極的に推進してまいります。今後もアジア・ヨーロッパを中心に、海外

での競争力をより一層高めていけるよう取り組みます。 

　２０１０年２月からテレビＣＭを放映開始（⇒９ページ）する一方、各地で積極的にIR説

明会を行う等、IR戦略にも力を入れております。 

　今後も、当社の営業・技術・製造が一体となって市場競争力を高めるとともに、さら

なる業績の向上、企業価値の増大に向けて邁進すると同時に、顧客にとって不可欠なパー

トナーであり続けることを目指して取り組んでまいります。 

　もちろん株主の皆さまには、配当やキャピタルゲインを通じ十分な還元を実施していきたいと考えております。今後とも、

一層のご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

当社の研究開発機能を一手に担う「商品開発研究所」 
（大阪府和泉市） 

顧客にとって不可欠なパートナー 
であり続けることを目指して 
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連結財務諸表 

貸借対照表（単位：百万円） 損流動資産 

４，５００ 
４，０００ 
３，５００ 
３，０００ 
２，５００ 
２，０００ 
１，５００ 
１，０００ 
５００ 
０ 

億 百万円 

２００８年３月　　　２００９年３月　　　２０１０年３月 

　流動資産は前事業年度末に比べて、３０４
百万円増加し４，１４９百万円となりました。こ
れは主として製造工程の改善により材料在
庫が６３百万円減少したものの、売上の増加
にともない受取手形が８５百万円、売掛金が
１７９百万円、製品在庫が９２百万円それぞれ
増加したこと等によるものです。 

純 資 産 

４，０００ 

３，５００ 

３，０００ 

２，５００ 

２，０００ 

１，５００ 

１，０００ 

５００ 

０ 

億 百万円 

２００８年３月　　　２００９年３月　　　２０１０年３月 

　純資産は前事業年度末に比べて、４０６百万円
増加し３，６８８百万円となりました。これは、主と
して繰越利益剰余金が剰余金の配当により
７９百万円減少したものの、当期純利益の計上
により４８７百万円増加したこと等によるものです。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

科　目 前事業年度 
（２００９年３月末） 

当事業年度 
（２０１０年３月末） 

○資産の部 

流動資産 

固定資産 

有形固定資産 

無形固定資産 

投資その他の資産 

資産合計 

○負債の部 

流動負債 

固定負債 

負債合計 

○純資産の部 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

自己株式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

純資産合計 

負債純資産合計 

 

３，８４５ 

３，０６３ 

２，６０２ 

８４ 

３７５ 

６，９０８ 

 

２，３３５ 

１，２９１ 

３，６２７ 

 

３，２７９ 

４９５ 

４１８ 

２，５３２ 

△１６７ 

２ 

２ 

３，２８１ 

６，９０８ 

 

４，１４９ 

３，０５０ 

２，５９９ 

６９ 

３８１ 

７，２００ 

 

２，３９２ 

１，１１９ 

３，５１２ 

 

３，６８６ 

４９５ 

４１８ 

２，９４０ 

△１６７ 

１ 

１ 

３，６８８ 

７，２００ 
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損益計算書（単位：百万円） 
研究開発費 
（※販売費及び一般管理費） 

４５０ 
４００ 
３５０ 
３００ 
２５０ 
２００ 
１５０ 
１００ 
５０ 
０ 

億 百万円 

２００８年３月　　　２００９年３月　　　２０１０年３月 

　研究開発費は、前期とほぼ同水準の３億
２９百万円となっています。主に、産学連携
による先端医療機器の開発を行っております。 

営業利益 

９００ 
８００ 
７００ 
６００ 
５００ 
４００ 
３００ 
２００ 
１００ 
０ 

億 百万円 

２００８年３月　　　２００９年３月　　　２０１０年３月 

　営業利益は８３５百万円（前期比１８．１％増）
となりました。これは主として売上増加に
伴い販売費等が増加したものの、売上総利
益が増加したことによるものです。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

科　目 前事業年度 
（２００９年３月末） 

当事業年度 
（２０１０年３月末） 

売上高 

売上原価 

売上総利益 

販売費及び一般管理費※ 

営業利益 

営業外収益 

営業外費用 

経常利益 

特別利益 

特別損失 

税引前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

当期純利益 

５，１８１ 

２，６４６ 

２，５３５ 

１，８２７ 

７０７ 

１４ 

８５ 

６３５ 

１ 

１５ 

６２１ 

２８９ 

△３７ 

３６９ 

５，７３９ 

２，９２６ 

２，８１２ 

１，９７７ 

８３５ 

４ 

２０ 

８１９ 

― 

１８ 

８００ 

３３８ 

△２６ 

４８７ 

キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円） 

科　目 前事業年度 
（２００９年３月末） 

当事業年度 
（２０１０年３月末） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

６１３ 

△１８５ 

△２１３ 

２１４ 

９４６ 

１，１６１ 

５５１ 

△２４０ 

△３１８ 

△７ 

１，１６１ 

１，１５３ 
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トピックス 

明日の安心と安全のために 

クーデック クリア ラリンゲルマスクを発売 

TVCM放映開始 

　当社は、全身麻酔や救命救急時に気道確保のため

使用する「クーデック クリア ラリンゲルマスク」を、

２００９年１２月に発売いたしました。 

　背面を強化した柔らかくクリアなカフが、挿入時の

カフ先端のめくれ上がりを防ぎ、下咽頭に優しく密着

します。クリアな透明素材を採用しているため呼気状

態の確認がしやすく、開口部が大きく開いているので

ファイバースコープを容易に挿入することが出来、喉

頭蓋の落ち込みによる閉塞を防ぎます。 

　新生児から成人用まで全７サイズをラインアップしま

した。 

　当社を広く知っていただくため、２０１０年２月に当社のＴ

ＶＣＭ放送を開始いたしました。 

　「痛みを取り除くことが、医療の第一歩」。ＣＭの冒頭

では、麻酔が無かった時代、手術の痛みに苦しむ患者の

姿が映し出されます。その後、痛みがコントロールされ

た現代の手術室のシーンに移り、最後に「大研医器」の

社名が表示されます。（ＴＶＣＭの内容は、当社ホーム

ページにてご確認いただくことが出来ます。） 

　麻酔分野のみならず、医療現場に革新的な商品を提供

し続ける当社のイメージを表現しました。 

4

4

5

5

2

2

3

3
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会社データ 

株式情報（２０１０年３月３１日現在） 

会社概要［２０１０年３月３１日現在］ 

社 名  

設 立  

 

 

売 上 高  

従 業 員 数  

本 社  

 

業 種  

大研医器株式会社 

１９６８（昭和４３）年１１月５日 

代表取締役会長　山田　　満 

代表取締役社長　山田　圭一 

５７億３，９３６万円 

１１７名 

〒５４１-００４５ 

大阪市中央区道修町３丁目６番１号 

医療用機械器具製造販売、 

医療用機械器具輸出入 

役員一覧［２０１０年６月２４日現在］ 

代表取締役会長 

代表取締役社長 

専 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

社 外 取 締 役  

常 勤 監 査 役  

社 外 監 査 役  

社 外 監 査 役  

山田　　満  

山田　圭一  

山田　雅之  

大浜　正彦  

徳山　平烈  

中川　誠治  

古賀　義久  

上原　康司  

大工舎　宏  

岩城　本臣  

株式の状況 

発行可能株式総数 

発行済株式の総数 

株 主 数  

２５，８４０，０００株 

７，９６０，０００株 

２，１３５名 

株主分布状況 

山田　　満 

山田　圭一 

山田　雅之 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

山田　米子 

ノーザントラストカンパニーエイブイエフシー リ ノーザン
トラストガンジーノントリーティークライアンツ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

大研医器従業員持株会 

NCT信託銀行株式会社（投信口） 

野村信託銀行株式会社（投信口） 

１，６０９，３２０ 

１，５２９，４４０ 

７７８，８４０ 

５２２，１００ 

３８４，６８０ 

３０５，２００ 

１５８，６００ 

１５４，４００ 

１３５，８００ 

６５，４００ 

２２．１５ 

２１．０５ 

１０．７２ 

７．１８ 

５．２９ 

４．２０ 

２．１８ 

２．１２ 

１．８７ 

０．９０ 

大株主 持株数（株） 持株比率（%） 

※当社は、自己株式を６９３，０２０株保有しておりますが、上記大株主から除いております。
また、特殊比率は自己株式を控除して計算しております。 

■ 金融機関 
■ 金融商品取引業者 
■ その他の法人 
■ 外国法人等 
■ 個人・その他 
■ 自己名義株式 

所有者別分布状況 

８ 

２０ 

１９ 

１８ 

２，０６９ 

１ 

株主数（名） 

９５３，４７６ 

４９，６６７ 

５６，５７４ 

４３４，６６８ 

５，７７２，５９５ 

６９３，０２０ 

株式数（株） 

１１．９８ 

０．６２ 

０．７１ 

５．４６ 

７２．５２ 

８．７１ 

百分率（%） 

所有者別 

金融機関 

自己名義株式 

個人・その他 

金融商品取引業者 

その他の法人 

外国法人等 
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株主メモ 
事 業 年 度  

期末配当金受領株主

確 定 日  

中間配当金受領株主

確 定 日  

定 時 株 主 総 会  

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関 

同 連 絡 先  

上 場 証 券 取 引 所  

公 告 の 方 法  

４月１日～翌年３月３１日 

３月３１日 

９月３０日 

毎年６月 

三菱UFJ信託銀行株式会社 

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部 

〒５４１-００４４ 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号 

TEL ０１２０-０９４-７７７（通話料無料） 

東京証券取引所 市場第二部 

電子公告により行う。 

公告掲載URL http://www.daiken-iki.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。） 

（ご注意） 
1.株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を
開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。 
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。 
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。 
2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理
機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。 
3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。 

〒５４１-００４５ 大阪市中央区道修町３丁目６番１号 京阪神不動産御堂筋ビル１４F 
TEL：０６-６２３１－９９０１（代表） 
http://www.daiken-iki.co.jp/
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